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20122012年年33月期月期 通期通期業績報告業績報告
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20120122年年33月期月期 通期連結通期連結業績業績

（億円）（億円） 売上高

上半期予想 下半期予想

00

100100

2011.3 2012.3 予想

200200

300300

400400

133.2133.2

201.8201.8

335.0335.0

3Q3Q２２QQ１１QQ ４４QQ

58.458.4

※予想数値は、2011年10月28日公表数値です。

109109..66

101.2101.2

93.293.2

362362.5.5

54.454.4

159.2159.2

78.878.8

61.161.1

売上高売上高 ：： 353.6353.6億円億円
対前期増減率対前期増減率 ：： --2.52.5％％
通期予想進捗率通期予想進捗率 ：： 105.6105.6％％

・・ゲームソフトウェア格納用ＬＳＩゲームソフトウェア格納用ＬＳＩ
（カスタムメモリ）の（カスタムメモリ）の需要が、需要が、堅調に堅調に
推移しました。推移しました。

・・セキュリティ・モニタリング用途の顧客セキュリティ・モニタリング用途の顧客
専用デジタル映像監視システムの専用デジタル映像監視システムの
需要需要が、が、堅調に推移堅調に推移しました。しました。

3353.653.6
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20120122年年33月期月期 通期連結通期連結業績業績

上半期予想 下半期予想

00
2011.3 2012.3 予想

3Q3Q２２QQ１１QQ ４４QQ

※予想数値は、2011年10月28日公表数値です。

営業利益営業利益 ：： 30.330.3億円億円
対前期増減率対前期増減率 ：： --0.70.7％％
通期予想進捗率通期予想進捗率 ：： 116.7116.7％％

・・ゲームソフトウェア格納用ＬＳＩゲームソフトウェア格納用ＬＳＩ及び及び
セキュリティ・モニタリング用途のセキュリティ・モニタリング用途の
顧客専用デジタル映像監視システム顧客専用デジタル映像監視システム
の需要がの需要が堅調に推移堅調に推移し利益に貢献し利益に貢献
しました。しました。

（億円）（億円）

1010

2020

3030

4040

10.410.4

15.615.6

26.026.0

営業利益

10.110.1

7.37.3

4.84.8

8.28.2

30.530.5

7.07.0

3.43.4

20.620.6

330.30.3

-- 0.70.7
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20120122年年33月期月期 通期連結通期連結業績業績

上半期予想 下半期予想3Q3Q２２QQ１１QQ ４４QQ

※予想数値は、2011年10月28日公表数値です。

当期純利益当期純利益 ：： 21.221.2億円億円
対前期増減率対前期増減率 ：： --7.07.0％％
通期予想進捗率通期予想進捗率 ：： 106.4106.4％％

・受取配当金が・受取配当金が２２億億４４千万円ありました。千万円ありました。

・投資有価証券売却益が１億９千万円・投資有価証券売却益が１億９千万円
ありました。ありました。

当期純利益

77..66

12.412.4

20.020.0

7.47.4

3.43.4

3.03.0

8.98.9

22.822.8

3.23.2

4.34.3

221.21.2

14.514.5

2011.3 2012.3 予想
00

（億円）（億円）

1010

2020

3030

-- 0.80.8
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20122012年年33月期月期 通期通期連結業績（連結業績（P/LP/L）サマリー）サマリー

△△6.26.2%%
△△7.07.0%%
△△1.71.7%%
△△0.70.7%%
△△2.52.5%%

対前年対前年
同期比同期比

106.4106.4%%83.4983.499494..64648888..808011株利益（円）株利益（円）

106.4106.4%%2,0002,00022,,2882882,2,127127当期純利益当期純利益

116.5116.5%%2,8002,80033,,32032033,262,262経常利益経常利益

116.7116.7%%2,6002,60033,,0550553,3,033033営業利益営業利益

105.6105.6%%33,50033,5003636,2,2595935,36635,366売上高売上高

連結連結

対対
通期予想通期予想
進捗率進捗率

2012.32012.3期期
通期通期予想予想

2011.32011.3期期2012.32012.3期期（単位：百万円）（単位：百万円）
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20120122年年33月期月期__通期通期財政状態財政状態

（百万円）（百万円）

10,00010,000

20,00020,000

30,00030,000

40,00040,000

00

1515,,63663615,15915,159受取手形及び売掛金受取手形及び売掛金

77,,2282287,5037,503現金及び預金現金及び預金

3,3,6716715,2855,285投資その他の資産投資その他の資産

141141172172無形、有形固定資産無形、有形固定資産

873873444444その他の流動資産その他の流動資産

1,1,696696637637たな卸資産たな卸資産

20201212.3/.3/
期末期末

20201111.3/.3/
期末期末

2012.3/2012.3/期末期末2011.3/2011.3/期末期末

資産：高い流動比率資産：高い流動比率 負債・純資産：厚い自己資本負債・純資産：厚い自己資本（百万円）（百万円）

10,00010,000

20,00020,000

30,00030,000

40,00040,000

00
2012.3/2012.3/期末期末2011.3/2011.3/期末期末

39394444その他固定負債その他固定負債

1,91,978781,7171,717その他流動負債その他流動負債

0000有利子負債有利子負債

22,,2522521,9871,987支払手形及び支払手形及び買掛金買掛金

24,24,97797725,45325,453純資産純資産

20201212.3/.3/
期末期末

20201111.3/.3/
期末期末

3,3,671671

1515,,636636

77,,228228

2929,,247247 2929,,247247

22,,252252

24,24,977977

29,20329,203

7,5037,503

15,15915,159

5,2855,285

25,45325,453

1,9871,987

29,20329,203
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20122012年年33月期月期__キャッシュフローキャッシュフロー

営業キャッシュフロー

投資キャッシュフロー

フリーキャッシュフロー（百万円）（百万円）

-- 2,0002,000

2011.32011.3

2,142

381381

1,1,761761

2012.32012.3

1,0321,032 601

-- 434300

-- 3,0003,000

-- 1,0001,000

00

1,0001,000

2,0002,000

33,000,000
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20132013年年33月期・中期経営方針月期・中期経営方針



11

20120133年年33月期中期成長戦略月期中期成長戦略

ワールドワイドにソリューションを提供する企業ワールドワイドにソリューションを提供する企業
として認知を得る。として認知を得る。

(1)(1) 既存の「コンシューマ分野の顧客密着型ビジネス」に既存の「コンシューマ分野の顧客密着型ビジネス」に
加え、エコエネルギー分野、産業機器分野を育成し、加え、エコエネルギー分野、産業機器分野を育成し、
適正な適正な事業ポートフォリオを実現する。事業ポートフォリオを実現する。

(2)(2) ５年後の競争力となる「コア技術」５年後の競争力となる「コア技術」をを獲得獲得するする。。

(4)(4) グローバルマーケットグローバルマーケット進出のための体制を構築する。進出のための体制を構築する。

(3)(3) 開発開発から、ウエハ製造、組立、テスト工程まで一貫から、ウエハ製造、組立、テスト工程まで一貫
してサポートができるトータルソリューション能力をしてサポートができるトータルソリューション能力を
強化する。強化する。
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１）１） 既存の「コンシューマ分野の顧客密着型ビジネス」に既存の「コンシューマ分野の顧客密着型ビジネス」に
加え、加え、エコエネルギー分野、エコエネルギー分野、産業機器分野を育成し、産業機器分野を育成し、
適正な事業ポートフォリオを実現する。適正な事業ポートフォリオを実現する。

中長期的な
視点に立った

コア技術

“LSIとシステムの
知識の融合“

設計
開発

ＩＰ

ＬＳＩ

モジュール
ボード

システム
製品

技術の提供形態 アプローチ マーケット

顧客密着型
ビジネス

多種多様な
ソリューション

ゲーム分野

デジタルカメラ分野

セキュリティ
分野

エコエネルギー分野

産業機器分野

既存

中長期

特定の顧客に密着し、
顧客のニーズにあった
顧客専用のソリューション
を開発・提供

・競争力の高いコア技術の獲得
・国内外との協業による強化

技術、マーケティング、
生産・サービスの強化

中長期戦略における事業分野の拡大

中期成長戦略中期成長戦略__11
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２）２） ５年後の競争力となる「コア技術」５年後の競争力となる「コア技術」をを獲得獲得するする。。

①① 新たなビジネスを獲得する為、強力なコアコンピタンスの実現を目新たなビジネスを獲得する為、強力なコアコンピタンスの実現を目
指し、基礎技術の開発に取り組む。指し、基礎技術の開発に取り組む。

１：１： 新たな市場を創造する画像、通信分野のコア技術。新たな市場を創造する画像、通信分野のコア技術。
２：２： ビジネスのイニシアティブを維持することを目的とする。ビジネスのイニシアティブを維持することを目的とする。
３：３： 多種多様なソリューションに向けた多種多様なソリューションに向けた

コアコンピタンスを用意する。コアコンピタンスを用意する。

②② 良好なビジネスを長期的に維持するためコアコンピタンスを磨く。良好なビジネスを長期的に維持するためコアコンピタンスを磨く。
１：１： 特徴あるビジネスモデルを創造する。特徴あるビジネスモデルを創造する。
２：２： 技術特許技術特許
３：３： ハード、ソフトのノウハウをバランスよく持つ。ハード、ソフトのノウハウをバランスよく持つ。

中期成長戦略中期成長戦略__22
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３）３） 開発から、ウエハ製造、組立、テスト工程まで一貫開発から、ウエハ製造、組立、テスト工程まで一貫
してサポートができるトータルソリューション能力をしてサポートができるトータルソリューション能力を
強化強化する。する。

新製品開発

製
品
企
画

ウ
エ
ハ
プ
ロ
セ
ス

Ｌ
Ｓ
Ｉ
設
計

（上
位
設
計
）

信
頼
性
評
価

テ
ス
ト
プ
ロ
セ
ス

Ｌ
Ｓ
Ｉ
設
計

（下
位
設
計
）

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ

設計・開発 試作 量産

既存のノウハウ

新しく構築するノウハウ トータル
ソリューション

顧客

中期成長戦略中期成長戦略__33
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中期成長戦略中期成長戦略__44

（１）（１） グローバルなアライアンス活用によるグローバルなアライアンス活用による
開発の効率化・事業リスクの軽減開発の効率化・事業リスクの軽減

（２）（２） 海外に基幹技術開発の拠点を築く。海外に基幹技術開発の拠点を築く。

（３）（３） 人材のグローバル化人材のグローバル化

４４）） グローバルマーケット進出のための体制を構築する。グローバルマーケット進出のための体制を構築する。
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20120133年年33月期・中期業績月期・中期業績予想予想
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20201313年年33月期月期 業績業績予想予想

+17.5%+17.5%-- 0.2%0.2%8888..808031.7931.79104.37104.3731.7331.7311株利益（円）株利益（円）

+ 17.5%+ 17.5%-- 0.3%0.3%2,2,1271277627622,5002,500760760当期純利益当期純利益

+ 22.6%+ 22.6%+ 18.8%+ 18.8%33,262,2621,0521,0524,0004,0001,2501,250経常利益経常利益

+ 35.2%+ 35.2%+ 29.4%+ 29.4%3,3,0330331,0431,0434,1004,1001,3501,350営業利益営業利益

+ 38.5%+ 38.5%+ 57.6%+ 57.6%35,36635,36613,32513,32549,00049,00021,00021,000売上高売上高

連結連結

対前対前年年
通期通期

増減率増減率

対前対前年年
上期上期

増減率増減率

2012.32012.3
通期通期
実績実績

2012.32012.3
上期上期
実績実績

2013.32013.3
通期通期
予想予想

2013.32013.3
上期上期
予想予想

（単位：百万円）（単位：百万円）

★平成24年４月20日に公表いたしました「株式取得（子会社化）に関する基本合意書の締結についてのお知らせ」のとおり、当社は、
ジェイ エフ イー ホールディングス株式会社の100％子会社である川崎マイクロエレクトロニクス株式会社が発行する全部の株式を
取得するための基本合意書の締結を決定しており、現在、子会社化に向けての手続きを進めております。これによる業績に与える
影響は現在精査中であり上記には含めておりませんが、この影響を含めた平成25年３月期の連結業績予想につきましては、明確
になり次第速やかに公表させていただく予定です。
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中期業績目標中期業績目標

中期業績目標（中期業績目標（20120155年年33月期月期のの目指す姿）目指す姿）
●連結営業利益平均成長率●連結営業利益平均成長率 約約2424%%

（億円）（億円） 売上高売上高

490490

00

400400

（億円）（億円） 営業利益営業利益

3030

2020

4040353353

200200

13.313.3

800800

6060

平均成長率：約17% 平均成長率：約24%
8080

530530
570570

5151
4141

12.312.3 14.314.3 15.315.3 00 13.313.312.312.3 14.314.3 15.315.3
★平成24年４月20日に公表いたしました「株式取得（子会社化）に関する基本合意書の締結についてのお知らせ」のとおり、当社は、
ジェイ エフ イー ホールディングス株式会社の100％子会社である川崎マイクロエレクトロニクス株式会社が発行する全部の株式を
取得するための基本合意書の締結を決定しており、現在、子会社化に向けての手続きを進めております。これによる業績に与える
影響は現在精査中であり上記には含めておりませんが、この影響を含めた平成25年３月期の連結業績予想につきましては、明確
になり次第速やかに公表させていただく予定です。

600600 5757
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特別配当
普通配当

経営体質経営体質((利益配分利益配分))

（円） 20

10

30

0
2007.3 2009.3

18
23

9

特別配当
(子会社合併による
税効果)33

2008.3

① 中長期的な成長に向けた投資を行うため、また経営環境の変化にも耐えうる
健全な財務体質の維持に必要な内部留保を確保。

② 剰余金の配当は、配当性向30%程度、または連結純資産配当率(DOE) 2%程度
のいずれか高い方。

③ 資本効率向上のため、市場の状況、株価動向、財務状況等を勘案し、
機動的に自己株式取得。

【【配当方針配当方針】】

40

27

2010.3

29

2011.3

27

2012.3
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● 既存の「コンシューマ分野の顧客密着型ビジネス」に
加え、エコエネルギー分野、産業機器分野を育成し、
適正な事業ポートフォリオを実現する。

● ５年後の競争力となる「コア技術」を獲得し、
LSIを核とする製品により、
システムソリューションを提供する会社となる。

● 応用（アプリ）や顧客に特化したSoCからシステム製品まで、
開発からウエハ製造、組立、テスト工程まで一貫して
サポートができるトータルソリューションを提供できる
ファブレスメーカーとしてのポジションを確立する。

● 海外に基幹技術開発の拠点を立ち上げ、海外顧客基盤を
構築し、グローバルビジネス展開を図る。

● 既存の「コンシューマ分野の顧客密着型ビジネス」に
加え、エコエネルギー分野、産業機器分野を育成し、
適正な事業ポートフォリオを実現する。

● ５年後の競争力となる「コア技術」を獲得し、
LSIを核とする製品により、
システムソリューションを提供する会社となる。

● 応用（アプリ）や顧客に特化したSoCからシステム製品まで、
開発からウエハ製造、組立、テスト工程まで一貫して
サポートができるトータルソリューションを提供できる
ファブレスメーカーとしてのポジションを確立する。

● 海外に基幹技術開発の拠点を立ち上げ、海外顧客基盤を
構築し、グローバルビジネス展開を図る。

まとめまとめ (Key Investment Highlights)(Key Investment Highlights)
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ＩＲポリシーＩＲポリシー

≫基本姿勢≫基本姿勢

当社は、「公平性」「適時性」「正確性」「継続性」に配慮して、経営戦略や財務状態等の会社情報を発信し、経当社は、「公平性」「適時性」「正確性」「継続性」に配慮して、経営戦略や財務状態等の会社情報を発信し、経
営の「透明性」を高めるとともに、株主・投資家・証券アナリストの皆さまからの当社に対する信頼と適切な評価営の「透明性」を高めるとともに、株主・投資家・証券アナリストの皆さまからの当社に対する信頼と適切な評価
を得るために、経営者自ら積極的なＩＲ活動に取り組みます。を得るために、経営者自ら積極的なＩＲ活動に取り組みます。

≫≫情報情報開示の基準開示の基準

当社は、金融商品取引法、会社法等の諸法令当社は、金融商品取引法、会社法等の諸法令((以下、「法令」以下、「法令」))、また当社の株式が上場されている東京証券取、また当社の株式が上場されている東京証券取
引所の定める「上場有価証券の発行者の会社情報の適時開示に関する規則」（以下、「適時開示規則」）を遵引所の定める「上場有価証券の発行者の会社情報の適時開示に関する規則」（以下、「適時開示規則」）を遵
守してディスクロージャーを行います。また、法令ならびに適時開示規則に規定される開示基準に該当しない場守してディスクロージャーを行います。また、法令ならびに適時開示規則に規定される開示基準に該当しない場
合でも、株主・投資家・証券アナリストの皆さまの投資判断に影響を与えると考えられる情報や、当社への理解合でも、株主・投資家・証券アナリストの皆さまの投資判断に影響を与えると考えられる情報や、当社への理解
を深めていただく上で有用であると思われる情報は、積極的に開示します。を深めていただく上で有用であると思われる情報は、積極的に開示します。

≫≫情報情報開示の方法開示の方法

当社は、適時開示規則に定める開示基準に該当する情報、株主・投資家・証券アナリストの皆さまの投資判断当社は、適時開示規則に定める開示基準に該当する情報、株主・投資家・証券アナリストの皆さまの投資判断
に影響を与えると考えられる情報は、適時開示規則に従い、東京証券取引所が運用する適時開示情報伝達シに影響を与えると考えられる情報は、適時開示規則に従い、東京証券取引所が運用する適時開示情報伝達シ
ステムステム Timely Disclosure network (Timely Disclosure network (ＴＤｎｅｔＴＤｎｅｔ)) を通じて開示するとともに、速やかに当社のインターネット上に開を通じて開示するとともに、速やかに当社のインターネット上に開
設するホームページ設するホームページ((以下、「ホームページ」以下、「ホームページ」))に掲示します。に掲示します。
また、これら以外の情報についても、当社を理解していただく上で有用であると思われる情報は、また、これら以外の情報についても、当社を理解していただく上で有用であると思われる情報は、IRIR情報誌等の情報誌等の
発行や、ニュースリリースの配信やホームページへの掲載を通じて情報発信します。発行や、ニュースリリースの配信やホームページへの掲載を通じて情報発信します。
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ＩＲポリシーＩＲポリシー
≫将来の見通しについて≫将来の見通しについて

当社が開示する情報の中で、業績予想や将来の予測等に関する記述は、その情報が開示される時点で経営者が入手した当社が開示する情報の中で、業績予想や将来の予測等に関する記述は、その情報が開示される時点で経営者が入手した
情報に基づき判断した予想であり、不確実性や潜在的なリスク情報に基づき判断した予想であり、不確実性や潜在的なリスク((以下、「リスク」以下、「リスク」))が含まれる場合があります。しかし、結果とが含まれる場合があります。しかし、結果と
しての業績等は、変化するさまざまな要因によって、予想とは異なることがありますことをご承知おきください。これらリスクはしての業績等は、変化するさまざまな要因によって、予想とは異なることがありますことをご承知おきください。これらリスクは
「事業等のリスク」として開示に努めますのでご参照ください。「事業等のリスク」として開示に努めますのでご参照ください。

≫≫投資の判断投資の判断

当社の開示する情報は、当社に対する理解を深めていただくことを目的としており、投資勧誘を目的としたものではありませ当社の開示する情報は、当社に対する理解を深めていただくことを目的としており、投資勧誘を目的としたものではありませ
ん。投資に関する決定は、ご自身の判断において行なわれん。投資に関する決定は、ご自身の判断において行なわれますようますようお願いいたします。お願いいたします。

≫第三者が発行する当社情報への対応≫第三者が発行する当社情報への対応

証券アナリストや報道機関、インターネット上のさまざまな情報サイト等の当社以外の第三者が発信する、当社の情報・業績証券アナリストや報道機関、インターネット上のさまざまな情報サイト等の当社以外の第三者が発信する、当社の情報・業績
予想等各種情報については、当社はコメントやこれらを支持する立場にはありません。ただし、これらの内容に明らかな誤り予想等各種情報については、当社はコメントやこれらを支持する立場にはありません。ただし、これらの内容に明らかな誤り
が含まれており、当社への信頼と適切な評価が得られないと判断する場合には、その誤りを訂正し、正確な情報を伝えるたが含まれており、当社への信頼と適切な評価が得られないと判断する場合には、その誤りを訂正し、正確な情報を伝えるた
めの対応を行います。めの対応を行います。

≫≫ＩＲ沈黙期間ＩＲ沈黙期間

当社は、株価に影響を与える決算情報の漏洩を防ぎ、公平性を確保するため、各四半期の、決算日含め当社は、株価に影響を与える決算情報の漏洩を防ぎ、公平性を確保するため、各四半期の、決算日含め55営業日前から決営業日前から決
算発表日までを沈黙期間と定めます。この期間中は、決算に関連するお問い合わせへのコメントを控えさせていただきます算発表日までを沈黙期間と定めます。この期間中は、決算に関連するお問い合わせへのコメントを控えさせていただきます
ので、ご理解いただきますようお願いいたします。ので、ご理解いただきますようお願いいたします。 ただし、法令や適時開示規則に該当する情報については、沈黙期間中ただし、法令や適時開示規則に該当する情報については、沈黙期間中
であってもディスクロージャーを行った後、お問い合わせに対応いたします。であってもディスクロージャーを行った後、お問い合わせに対応いたします。
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株式会社メガチップス株式会社メガチップス
管理統括部管理統括部 経営企画課経営企画課 広報グループ広報グループ

irir--team@megachips.co.jpteam@megachips.co.jp

〒〒532532--0003 0003 大阪市淀川区宮原大阪市淀川区宮原44丁目丁目11‐‐6 6 アクロス新大阪アクロス新大阪
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